
  

HarmonyでLチカ

果たして、HarmonyはPIC32MXの敷居を下げているのか？



  

前回(TQFPの半田付け)の課題

Oscilogi2のプログラムをHarmonyベースで書き換える。

==> 作業は順調に進んでいる。

Oscilogi2のコンソール・プログラムを書き換える。
（オシロ７CH、ロジアナ12CHへの対応）
==> 作業は難航（前進は）している。

Oscilogi2のHarmonize(?)の話より
Harmony導入時に行ったLチカの話の方が良いかも・・・



  

これがやる気を削いでしまう

Harmoyのドキュメントはこれ（８４００ページもある）しか無い！（？）



  

どこから手をつけるか

Tutorialは無視して良い。Framework Helpが８０００ページある。



  

Harmonyを使う前の準備

MPLAB X IDE （最新版は3.10）

MPLAC XC32C/C++Compiler （最新版は1.40）

MPLAB Harmony （最新版は1.06）

MPLAB Harmony Configurator（最新版は1.06）

ただし、MPLAB Harmony ConfiguratorはMPLABXのPlugin



  

Hｅｌｐの斜め読み

  Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ Ｈｅｌｐはサンプル・アプリケーションの説明

  

　Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ Ｈｅｌｐは各種ライブラリの説明

 

 Ｕｔｉｌｉｔｙ ＨｅｌｐはＭＨＣその他のUtilityの説明
    MHC User's Guideに目を通しておけば
  これから起きることの予習になる 

   v1_0x/apps以下のサンプル・プロジェクト
   （特にexample/peripheral以下のサンプル）は 
   ライブラリを利用する上で大変参考になる



  

Harmonyの概要もざっと目を通しておく

デバイス ドライバーは単純かつ高度に抽象化された
ペリフェラル インターフェース・・・

ペリフェラル ライブラリは低レベルのペリフェラル インター
フェースで、レジスタの詳細を隠すことによって、複数のコント
ローラ ファミリのサポートを容易にする・・・



  

新規プロジェクトを作る



  

Project名を決める

Target DeviceはProjectのPropertiesで設定しても良い



  

最初の状態

Projectフォルダは空っぽ



  

Clock設定



  

Clock Configrator　



  

ProjectにTimer Driverを二つ組み込む

Harmony Framework Configuration
  > Drivers
     > Timer
Use Timer Driver?にチェックを入れ、Interrupt Modeに
チェックを入れ、Driver Instanceを２にした



  

Timer Driver Instance 0の設定

Timer Module IDに１（Timer 1）を設定し、PrescaleにVALUE_4
Timer Periodに3000を設定した。ペリフェラル・クロックが12MHz
なら1msインターバルのタイマー割り込みになる



  

Generate Project

Harmony Framework Configuration
  > System Services
     > Clock
     > Ports
Device ＆ Project Configurationなどを設定し、
最後にGenerate Projectをクリックする



  

自動生成されるmain関数

呼び出しているのは、SYS_Initialize（）とSYS_Tasks（）だけ



  

SYS_Initialize関数

MHCで設定したSystem_serviceやDriverの初期化関数を呼び出している



  

SYS_Tasks関数

SYS_DEVCON_Tasks（システム・レベルのステートマシン）は
機能していない。



  

system_interrupt.c

Timer割り込みハンドラが自動生成される



  

DRV_TMR0_Initialize関数

Timer Driver の設定に基づき初期化関数が生成される



  

LED_BLINK_Initialize関数

Timer起動とFlagの初期化コードを追加する
（FlagはTimer割り込みハンドラでセットする）



  

LED_BLINK_Tasks関数

これでLチカのプログラムが完成した



  

おまけ

シミュレータで実行したらData bus errorを起こした



  

逆Asemmble　List

SyS_tasks関数のレジスタ待避でスタック・オーバーフローを
起こしている。実機では起きなかったので、シミュレータのバ
グではないか（？）と思われる



  

おまけのおまけ
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